
令和６年度事業計画 

学校法人武蔵野大学 



 

１．はじめに  

現代社会は、世界的な情報技術の進化やAIの急速な普及、国内の18 歳人口減少や労働人

口の高齢化等により、VUCA（変動性、不確実性、複雑性、曖昧性）の時代と称され、先行き

が不透明かつ将来の予測が困難な社会となっている。また、2022年初旬に発生したロシアに

よるウクライナ侵攻は、人道上の問題とともに、エネルギー価格の高騰など世界経済に甚大

な影響を与えており、未だ収束が見えない状況下において、将来の予測を更に困難なものと

している。 

こうした中、本法人はどのような状況下であっても、建学の精神「仏教の根本精神である

四弘誓願を基礎とする人格教育」を基本理念に置き、本法人のブランドステートメント「世

界の幸せをカタチにする。」を具現化する人材育成に向けての歩みを進める。 

2024年の創立100周年を迎えるにあたり、その先の100年を見据え、時代の要請に機動的に

対応してデジタルトランスフォーメーション（以下「DX」という。）を推進し、教育研究の

質を更に向上させ、教育研究活動を将来にわたり継続的に実施することで、世界や地域に貢

献しながら本法人の社会的使命を力強く果たしていく。そのためには、学校法人としての経

営の健全性と持続性が極めて重要である。 

本法人は、2020年度に「第一次長期計画 -MU VISION 2030-［2020年度～2030年度］」及

び「第一期中期計画［2020～2024］」（以下「中長期計画」という。）を策定し、2022年度

に第３回更新を実施した。さらに、2023年11月に「学校法人武蔵野大学グランドデザイン」

を策定し、第一期中期計画の総括を行い、第二期中期計画の策定を進めている。令和６年度

事業計画はグランドデザイン及び更新後の中長期計画の目標達成を視野に入れて、令和６年

度に取り組む内容をまとめたものである。 

 

２．各学校等の教育方針 

武蔵野大学・

大学院 

① 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

武蔵野大学は、ブランドステートメント及び教育目的に定める人材を育

成するため、授与する学位ごとに卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・

ポリシー）を定めます。 

また、本学で学ぶすべての学生が、多様な人々のなかで「アクティブな

知」を獲得し、創造的に思考・表現する力を備えて、世界の課題に立ち向

かうため、以下の力を身につけることとし、各学科のディプロマ・ポリシ

ーにて具体的な方針を示します。 

1［知識・専門性］：学びの基礎力を基盤とした専門能力 

2［関心・態度・人格］：他者と自己を理解し、自発的に踏み出す力 

3［思考力・判断力］：課題を多角的に捉え、創造的に考える力 

4［交感力・発信力］：多様な人々のなかで、自らの考えを表現・発信す

る力 

② 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

武蔵野大学は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に

掲げる力を身につけるために、以下のように教育課程を編成します。 

初年次からの全学共通基礎課程「武蔵野 INITIAL」では、視野を広げる

こと、スキルを身につけること、行動力を持つことを学ぶ科目群で、ディ

プロマ・ポリシーに示す 1～4の力につながる学びの基礎力を養います。そ

れを基盤として、学科科目では、専門能力を高めながら、世界の課題に立

ち向かうために普遍的に求められる力を身につけられるように段階的、体
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系的な科目配置を行います。教育課程の実施にあたっては、「問う」「考動

する」「カタチにする」「見つめ直す」という 4 つのステップを繰り返しな

がらともに学び、成長するという本学独自の学びのスタイル「響学スパイ

ラル」の実践を通じて学びの効果を高めていきます。 

③ 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

武蔵野大学は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を

踏まえた教育活動を実践するため、以下の者を受け入れます。 

【求める学生像】 

本学の建学の精神、教育目標を理解するとともに、育成する人材像に共

感し、教育課程に積極的に取り組む姿勢を持つ者 

【受け入れる学生に期待する能力・態度】 

1［知識・専門性］各学科の教育を受けるのに必要な基礎知識を備えてい

る 

2［関心・態度・人格］他者と自己を理解し、自発的に踏み出す意欲を持

つ 

3［思考力・判断力］課題を多角的にとらえ、創造的に考える意欲を持つ 

4［交感力・発信力］多様な人々のなかで、自らを考え表現・発信する意

欲を持つ 

【入学選抜の基本方針】 

 各学部・研究科の教育目的に相応しい人材を多面的に審査・評価する 

 基礎学力と専門教育に関係する教科の理解度、並びに人物の適性等に

ついて審査・評価する 

 学力だけでは見出すことのできない能力や意欲、将来の可能性等を高

校在学時の活動状況等から審査・評価する 

武蔵野大学中

学校・高等学

校 

① 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ

ー） 

 「明るい知性」と「豊かな情操」とを兼ね備えた「聡明にして実行力

のある人物」であること。 

 「人の幸せを願う心」「自己中心、自己絶対視を改める心」「正しい判

断力」「良き社会人として通用する自立心」をもつ人物であること。 

 何事にも真摯に取り組み、社会の幸せを希求する教養溢れる自律した

人物であること。 

 論理的思考力を身に付け、課題を正しく理解して解決を目指して挑戦

できる人物であること。 

② 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

 各教科とも学びの基盤となる「知識と技能」を十分に習得できるよう

に編成する。 

 How に留まらず Why を重視する学びを実践、論理的思考力を育成す

る。 

 宗教教育を拠り所の一つとし、課題解決のための探究活動を実施す

る。 

 探究活動について、課外活動も積極的に実施する。 
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③ 入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

 本校の教育を受けるに足る資質と能力が十分にある生徒。 

 人格形成のための六つの徳目「布施・持戒・忍辱・精進・禅定・知恵」

の実践に共感する生徒。 

 常に挑戦し続け、変化を恐れず、社会貢献するために自立する気持ち

のある生徒。 

千代田国際中

学校・武蔵野

大学附属千代

田高等学院 

 

① 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ

ー） 

 自他ともに心豊かに生きることの出来る社会の実現を希求する人物

である。 

 真のオーナーシップとグローバル性を持つ人物である。 

② 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

 人生の目的（Purpose)を見つけるため、PBL／SBL の学習を通じて、

Why にこだわる学びを実践し、実社会で生きて働く知識の習得と活用

を目指す。 

 多様性（Diversity)を重んじ、相手の考えを尊重できる真のコミュニ

ケーション力を養う。そのために４技能を意識し、国際社会で通用す

る語学力を育成する。 

 挑戦（Challenge）を楽しみ、失敗から学び続ける姿勢を育成する。 

 データを的確に読み、論理的に物事を考える姿勢を育成するため、

ICTや AIを活用した最先端の学びを追求する。 

③ 入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

 チャレンジすることを楽しみ、世界に貢献しようとする姿勢を持つ

人 

 相手を否定せず、多様性を認めることが出来る人 

 なぜ学ぶのかという目的意識を持ち、高い学力と広い知識や教養を

身に付けるために意欲的に取り組む人 

 本校の教育内容を理解し、入学後も勉学に励み、世界に貢献する姿

勢を持つ人 

 様々な活動（生徒会活動、部活動、資格取得、課外活動）に積極的に

参加し、入学後もそれらの活動の成果が期待できる人 

武蔵野大学附

属幼稚園 

① 教育目標 

「こころとからだを整え、生きる力を学ぶ」を教育目標に掲げ、仏教行

事・伝統行事などを通じて、慈悲の心、利他の心を育み、すべてのいのち

がつながりあっている世界の中で、感謝の思いで手を合わせる子どもを育

てる。 

具体的活動 

・感動し、想像し、表現する 

豊かな自然や動物とのふれあいを通じて、「いのち」のつながりやすばらし

さに気づき、「作る、壊す、工夫する」を繰り返しながら、想像力を育み、

感じたことを自由に表現できる力を育む。 

・仲間とともに創り出し、育ちあう 

思い切りからだを動かしながら、バランス感覚やしなやかな動きを身につ
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け、友達とのかかわりを通して互いの思いに気づき、人と共にいる喜びを

感じ、ともに育ちあう。 

・好奇心を持ち、新しい世界を知り、未来の扉を開く 

遊びや様々な体験を通して新しい世界に気づき、絵本に親しんだりお話を

聞きながら豊かな言葉の世界を広げる。 

武蔵野大学附

属有明こども

園 

 

① 教育理念 

「響き合う保育」の教育理念の下、一人ひとりの個性を大切にしなが

ら、子ども同士、子どもたちと保育者、保護者が互いに育ちあうことを目

指す。具体的には以下の３つの取り組みをとおして、小学校からの教育課

程に積極的に取り組む姿勢と、予測不可能な時代に必要な「生きる力」の

基礎を育む。 

・思う存分遊び込み、生きる力を身に付ける 

自ら「遊び込む」ことで、ものの不思議さに気づき、好奇心・探究心を育

む。また、楽しさや達成感を味わうことが自信につながり、“生きる力”の

根源でもある自己肯定感を高める。 

・本物に触れ、豊かな感性を育てる 

武蔵野大学各学部と連携して、学内外の各分野の専門家による“わくわく

プログラム”で本物に触れる体験を通して、豊かな感性を育む。 

・仏の心を大切に 

浄土真宗本願寺派の大学附属こども園として、生命の尊さに気づき、万物

の恵みに感謝して手を合わせる、心優しい子どもを育てる。 

 

３．各学校等及び法人の事業方針 

武蔵野大学・

大学院 

 SDGs17目標の達成に向けた全学的な取組の推進 

 Happiness Creatorを育成するための響学スパイラルの確立 

 Creativeな知をカタチにできる人材の輩出及びCreativeな実践者の育成

のための環境の整備（教職員一体となったキャリア支援、ST比率の改善

による教育力の向上等） 

 Society5.0時代を踏まえたBYODを活かした響学スパイラル教育の全学推

進 

 国際化ビジョンに基づく学部学科でのグローバル人材の育成と多様な学

生のための環境とプラットフォームの整備運用 

 大学の枠を超えた各種連携の推進及び創立100周年を迎えるにあたり、卒

業生との連携強化 

 新たな学部や研究科の設立に向けた準備 

 武蔵野大学入試戦略に基づく入試広報の強化及び学生の安定的な確保 
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武蔵野大学中

学校・高等学

校 

 多様な進路の実現に向けた均一で質の高い授業・講習等の実施 

 生徒が主体となって取り組む行事やプログラムの充実 

 新しい図書館のあり方を踏まえた施設の整備 

 民間企業と連携した教育プログラム等の継続 

 

千代田国際中

学校・武蔵野

大学附属千代

田高等学院 

 中学校との接続を踏まえた高校の教育課程変更 

 国際性豊かなマインドによる質の高い授業の提供 

 求める生徒像に沿った入学者確保のための学校運営 

 校舎の建て替えの検討 

 

武蔵野大学附

属幼稚園・ 

慈光保育園 

 保護者及び地域の方々の信頼度、満足度の向上と、募集を意識した講座

やイベントの開催 

 社会のニーズに対応した正課の見直し 

 園舎内部の改装、園庭遊具の更新整備等 

 

武蔵野大学附

属有明こども

園 

 保護者及び地域の方々の信頼度、満足度の向上と、募集を意識した講座

やイベントの開催 

 地域子育て支援プログラムなど募集に結びつく競争力のある教育の実施

と成果の可視化 

 社会のニーズに対応した正課の見直し 

 

法人  建学の精神の普及に資する式典、行事、研修等の充実 

 私立学校法改正に対応する法人ガバナンスの改善・強化 

 第一期中期計画の総括と第二期中期計画の策定 

 創立100周年記念事業各プロジェクトの仕上げ 

 法人広報戦略に基づく100周年記念事業を軸とした広報展開 

 スマートインテリジェンスキャンパス（SIC）プロジェクトの推進 

 「学校法人武蔵野大学DX推進基本計画」及び同施策詳細計画に基づく教

育研究並びに法人業務のDX化の推進 

 長期人員計画に基づく足許の教職員マンパワーの確保 

 長期施設設備等整備計画に基づく、武蔵野中高図書館及び武蔵野キャン

パス大学図書館の建替え計画の推進、並びに校舎等の施設・設備の改修・

更新工事の実施 
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（１）各学校等の取組 

① 武蔵野大学・大学院 

チャレンジ１ 自己と世界を問う 

 SDGs17 目標の達成に向けて、全学的な取組みを推進する。具体的には、学科・研究

科・研究所の 17目標における教育研究課題の設定と解決に向けての取組を推進し、

「武蔵野大学 SDGs白書」を発表する。 

 教育研究の質を高め、Happiness Creator を育成するため、響学スパイラルの確立を

2022 年度に開設した「武蔵野大学響学開発センター」を中心に推進する。 

チャレンジ２ 未来の世界を創る Creativeな実践者の輩出 

 Creativeな知をカタチにできる人材の輩出のため、教職員一体となったキャリア形

成・就職支援を目指し、キャリアセンターによるキャリア支援の早期化を促進する。 

 多様化する学生の進路に対応するため、キャリアセンターと各学科が連携し、全学的

な支援スキームを構築する。起業家を含む官民幅広い分野での人材を輩出し、著名企

業への就職率向上を推進する。 

 各学科の特性に合わせた本学独自の ST比改善の方策を通じて、多様性を尊重し学修

者一人ひとりの学びのスタイルや能力に合わせた指導等を実践し、教育の質及び教育

力の向上を図る。 

 Creativeな実践者の育成に取り組むため、教員が研究に専念しやすい環境の整備（研

究時間の確保・インフラ整備・事務サポート体制の充実等)を行い、研究力の向上を

図る。 

 改正された大学設置基準に基づき、基幹教員制度や特例制度等を活用し、本学の教育

体制の効率化や活性化を図ることで、更なる教育改革の推進に努める。 

チャレンジ３ AI世界を先導する MUSIC 

 SI キャンパスビジョンに基づく、響学スパイラル教育・学習に適用できるよう、リ

ノベーションした教室での授業実践を行う。 

 Society5.0を踏まえた「響学スパイラル×BYOD」の学修イノベーション推進のた

め、BYOD環境を活用した学科別の教育実践の普及を推進、各学科から響学スパイラ

ルと BYODの取組み状況に係る改善点の確認、教育 DXについて検討を進める。 

 情報・AI教育のブランド化において、副専攻（AI活用エキスパートコース）での学

生の進路支援と共に、学科科目においてプログラミング系情報科目をゼミナール等の

一部として実施する。 

チャレンジ４ Global＆Universal 

 世界に羽ばたき、世界を迎え入れる学部学科でのグローバル人材の育成を目指す。 

 海外留学の促進においては、各学科や協定校との連携を強化し、海外 FSやグローバ

ル PBLの開発を実施する。他方、留学生の受け入れにおいては必要な支援の調査や環

境の整備を推進する。 

 ユニバーサルなキャンパス空間と学生支援の推進のため、障害、ジェンダー、国籍等

多様な立場の学生に寄り添うことのできるキャンパス環境構築のための調査等を行

い、バリアフリーなキャンパス環境の構築に向けたキャンパス計画のガイドラインの

作成とともに、包括的な学生支援とダイバーシティ推進のためのプラットフォームの

整備を進める。 
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チャレンジ５ MU-GEN（Musashino University GENerations）につながる Infinite Linking 

 創立 100 周年を迎えるにあたり、武蔵野サンガの醸成のため、卒業生連絡先等の情報把握

に努めるとともに、同窓会との連携を深める企画を推進する。また、「卒業生を訪ねるプロ

ジェクト」への卒業生紹介など更に連携協働する。 

 本学の教育研究リソースを活かし、インターネットラジオを開局し、大学の枠を超えた番

組を配信する。 

 本学の教育リソースを活かし、高校との連携プログラムを開発し、情報教育や各学科の教

育を学外に展開する。 

チャレンジ６ 共に５つのチャレンジを実現する学生の安定的な確保 

 武蔵野大学入試戦略について、具体的取り組みを実施する。 

 入試広報として、学科の特色、本学を認知した受験生への継続性、受験学年以外（高

２生以下）などを強化する。 

 

② 武蔵野大学中学校・高等学校 

 多様な進路の実現に向けた均一で質の高い授業・講習等の実施 

 生徒が主体となって取り組む行事やプログラムの充実 

 新しい図書館のあり方を踏まえた施設の整備 

 民間企業と連携した教育プログラム等の継続 

 増加し多様化する生徒に対応し得る学級運営力・授業力の強化、並びに教育施設の 

準備 

 

③ 千代田国際中学校・武蔵野大学附属千代田高等学院 

中学校と高等学校の教育的接続のために、高等学校の教育課程の変更に着手する。教員

の授業力と協働性の向上のために、更なる授業研究や研修を進め、教育スキルを高め、国

際性豊かなマインドを全教職員が身につける。校舎の建替えについては、法人全体の施設

整備計画に従い、現在の校舎の修繕計画などを再検討しながらも、充実した教育環境整備

を図る。 

 

④ 武蔵野大学附属幼稚園・慈光保育園 

 保護者及び地域の方々の信頼度、満足度の向上と、募集を意識した講座やイベントの

開催 

 社会のニーズに対応した正課の見直し 

 園舎内部の改装、園庭遊具の更新整備等 

 

⑤ 武蔵野大学附属有明こども園 

 地域ごとの園児募集結果の分析を基に、安定した園児募集の基盤を構築 

 うさぎ組、こあら組、またその他の未就園児向け、保護者向けの地域支援プログラム

や施設開放等を拡充し、地域とのつながりを強化 

 社会のニーズに対応した正課の見直し 
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（２）法人の取組 

法人の絶えざる改革と安定した成長・発展を支える「法人ガバナンスの改善・強化」及び

「内部統制の整備」に引き続き取り組み、令和７年４月に施行される私立学校法改正に対

応する。併せて、改革と発展の原動力として「法人・教学のＤＸ化」及び「創立 100周年記

念事業 10のプロジェクト」を軸に、以下を重点として取り組む。 

 建学の精神の普及に資する式典、行事、研修等を引き続き充実させていく。 

 ガバナンス改善・強化及びコンプライアンス遵守に組織的に対応するため規程の整備

を進める。 

 最終年度を迎える第一期中期計画を総括し、第一次長期計画に照らして、取り巻く環

境の変化への対応を盛り込んだ新たなチャレンジに向け第二期中期計画を策定する。 

 2022 年 4月に導入した職員の新人事制度に合わせ、職員の活性化と育成のため、新研

修プログラム及び人事評価手法を開発し、人事制度、研修、人事評価が一体となる仕

組みを構築する。 

 教職員の人事計画に基づき積極的に人員確保を進める。 

 2024 年の創立 100周年記念事業の各プロジェクト等を着実に遂行する。 

 法人広報戦略に基づき、創立 100周年記念事業の情報発信を軸として積極的な内外広

報を展開し、認知度及びブランド力の向上、並びに法人内各部署における広報意識の

醸成に取り組む。 

 「学校法人武蔵野大学 DX 推進基本計画」及び同基本計画を実現するための施策詳細

５年計画に基づき、教育研究の DX化、法人業務の DX化及び創立 100 周年記念事業で

あるスマートインテリジェンスキャンパス（ＳＩＣ）プロジェクトの各計画を推進す

る。 

 長期施設整備計画に基づき、武蔵野キャンパスでは、新大学図書館の設計・デザイン

を固め、武蔵野中高図書館は基本設計に基づき新図書館の建築工事を開始する。有明

キャンパスでは、教室増設のため施設内装の改修を検討し、千代田キャンパスでは、

新館の教室等の改修を実施するとともに長期的な施設活用を検討する。 

 財政の安定化に向けたバランスのとれた予算の編成と執行、新たな収入源の確保及び

積極的な募金活動により、財政基盤の強化に努める。 

 安心安全を見据えた災害及び事故に起因する危機管理力を向上させるため、システム

トラブル時の対応力を強化し、継続的に全学的なＢＣＰを見直す。 
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